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工 法人運営事議

(1) 理事会の開催

ア、平成22年 5月26号、第 1罰理事会を社会舗祉協蟻会会議室において開催し、下記の報告・

議案者付議し主主認さ札た。

報告第 l号常務理事の指名報告について

報告第2母会長専決事項報告について

報告第 3号職員倫理の確立及び保持に関して講じた接震報告について

議案第 l号 平 成 21年度事業報告について

議案第2号 平 成21年度一般会計収支決算・各特別会計収支決算について

報告第4号 平成21年護 l克期"-'3月期監査報告について

議案第 3号評議員(欠員補充)の同意について

イ、平成22年8月5日、第2由理事会を社会福祉協議会会議輩において開催し、下記の報告・

議案を付議し承認された。

報告第 l号 平成 22年度 6月末一綾余計資金収支状況報告・各特部会計資金収支状祝報告及

。平成22年度4月期......6月期監査報告について

報告第 2号会長専決事嘆報告について

議案第 1号 平 成22年度室蘭市社会福祉協議会会長表彰被表彰者の選考について

ウ、平成22年 11月初日、第3岡理事会を社会福社協議会会議室において開催し、下部の報告・

議案を付議し承認、された。

報告第 1号 平成 22年東 9}j末一般会計資金収支状説報告・各特別会計資金程支状況報告及

び平成 22年度 7丹期""'-'9月期監査報告について

報告第 2号会長専決事頃報告について

議実第 1号室覇市社会縞祉協議会職員給与規程の一部改正について

議案第Z号評議員(欠員補充〉の同意について

議案第3 高額物品の購入について

江、平成23年 3月28日、第4聞理事会を社会福祉協議会会議室において鰐催し、下記の報告・

議案を付議し承認、されたc

報告第 1号 平成22年度 12升末一般会計資金紋文状説報告・脊特脱会計資金紋支状況報告及

び平成 22年変 10月期"-'12 }j期監査報告について

報告第 2号会長帯決事項報管につい‘て

報告第 3号理事の退任報告について



報告第4号室鶴市社会福祉協議余地域福祉実践許轍立ついて

報告第5骨平成22伴度北海道思議総合振興局による揃導監査の講師について

議案第 1母平成22年度一般会計資金政支議正予算について

議案第2号議蘭市社会福祉協犠会経理震裂の一部改正iこついて

議案第 3号 平成23年度事業計闘について

議案第4号平成23年度一般会計i技支予算・各韓関余計収支予第について

議案第5号 室蘭京社会補社協議会側人情報保護関係規穂等の鱗定について

議案第6号 議室蘭市社会議祉協議会職員給苓規程の一部改正について

議案第 7号 議室蘭市社会福祉協議会生活福祉資金貸付謂査委員会耀韓の磨止について

議案第8号室欝市社会福祉協議会在宅福祉推進事業関係要綴(騒覚障害者等ファックス購入

場成要綱、自動準火器・火災警報器設置助成要襲、事国乾燥サーピス事業実施要

綱、訪問サ…どス事業実施要額〉の一部改正について

議案第9号第三者委員の鵡任について

(2) 群議員会の関鑑

ア、平成22年 5月 27日、第 1回評議員会を社会福祉壌議会会議室において開催し、下記の報

告・議案を付識し承誌された。

報告第 1号常務理事の指名報告について

議案第 l号平成21年度事業報告について

議案第 2号平成 21年度一綾会計収支決算・各特別会計夜叉決算について

報告第2号平成21年度 1月期........3完期監査報告について

イ、平成 23年 3月 29日、第 2問評議員会を社会福祉協議会会議室において関擢し、下部の報

告・議案を討議し承認された。

報告第 1号平成 22年境 8月末・ 9JJ来・ 12月末一般会計資金収支状況報告・各特別会計資

金収支状認報告及び平成 22年度 4月第....._，6月期・ 7JJ類""""9月期・ 10)ミ期""""12

月期監査報告について

報告第2母理事の退任報告について

報告第3暗室蘭市社会議祉協議会地竣議社実践計画について

報告第4号平成22年度北梅道胆振総合振興局による指導監蒼の講評について

報告第5号第三者委員の選任報告について

議案策 l号平成 22年度一般会計資金収支議正予算について

議案第 2号室蘭市社会議社協議会経理課袈の一部改正について

議案第 3骨平成23年護事業計画について

議案第4号 平成 23年度一般会計絞支予算・各特Jjlj会計収支予算について

5号室欝市社会福祉協議会偶人情報保韓関係規程等の耕定について

議案第6号室欝市社会構社議議会生活福祉資金貸付調査委員会規胞の廃止について

議案第?号車蘭市社会議祉協議会在需錨祉推進事業関係要綱(聴党陣饗者等ファックス購入
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助成要謡、自動油火器・火災警報器設置助成要縮、禅問乾燥サ-1::....ス事業実施要

識、訪問サーぜス事業実擁要領〉の一部改正について

議案第S号理事(欠員補充)の選在立ついて

(3) 監査誌の実施

ア、平成 22年 5月 12S，社会福祉協議会会織諜において、平成 21年度 1月期"'3月期事業執行・

財務状況及び決算内若手・人事管理と運営状読について監査を実施し、適正に処理されているこ

と合器められた。

イ、平成 22年 7月 21日、社会揺祉協議会会議震において、平成 22年度 4J3鎖"'6月期事業執行・

財務状況a及て~定款の管理と運営状洗・平成 22 年度予算内容について量査を鍵施し、 i麗正に処

饗されていることを認められた。

ウ、平成 22年 10月 22S、社会福祉協議会会議室において、平成 22年変 7月期""'9見期事業執

行・財務状況及び諸規穂の管理と運営状況について監査を実施し、適正に処理されていること

を認められた。

工、平成 23年 1月 26日、社会議社協議会会議室において、平成 22年度 10月累""'12月期事業

執行・財務状況及び役員・資産管理・理事会管理と溜営状援立ついて藍査を実施し、灘五に処

理されていることを認められた。

〈心 会員会費棋の実施

昭和 46年捷から本会会員・会費制を実施しているが、道内の他市に比べて会費収入が抵い一

方で社協の自立が求められることから、平成 16年 4月 1日から会費額を引上げると共に楢祉撞

設、補祉団体、法人等金践の拡大も図っている。

。会費の実績は次のとおり

会員区分 会費年額 実讃件数 爽績額

普 第 l号会員町会・自給余(世帯〉 100丹 150町会 2，433，200円

員会通 第 2i手会員室欝市内の社会揺社撞設 3，0∞円以上 16施設 48，000関|

第 3母会員室蘭市内の社会構社間体 1，000丹以上 73盟棒 213，000円

l法人等(社金福祉法人‘財団法人・社団法
3，000円以上 129団体 667，000丹

特 人・法人事業能・商府特)

JjIJ 500円'1，000円・
iコヨ』電 個人 494人 289，000院
民 2，000円以上

団体(事業協需組合・協会・支部等) 三000円以上 36団体 142，000丹

合計 898 3，792，200 p3 
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(5) 福祉基金

昭和43年4月から移管運営してきた公益雲屋が昭和53年 3.F.131 aをもって擁止されたため、

その 10部開の収主義金 8，423，783円で昭和田年4月福祉基金を議設し、基金の手IJ患は一敷金計

として必要が生じた持、繰出すことになった。

昭和 59年 3月 31日学賀・ )11日福祉基金 1，493，573円を本福社基金に統合し、その後は、大

口の寄附があった場合に積立をしている。

王手成22年度末基金額 54，700，"000円

之韓議織広報事諜

(1) 第 52関室藤市社会福社大会の開催

平成 22年 8月 25a，室覇市市民会館ホーノレで際機した。

合 室欝京社会福祉協議会会長表彰

社会揺社毘体・施設職員(13人〉、社会福社功労者(5間体・ 23個人)

舎 講譲 f縄文人のくらしと健康と祈り j

護部課議海可教育委員会社会教膏諜 角田 氏

(2) 広報誌の発行

平成 22年 9月iこ f福祉だより j第 134号と平成 23年 2月に f福祉だより j 第 135号を発行

した。

(3) 地元新聞社を通しての情報提供・ホームページの開設による社協活動の罵知

室蘭民報にて、月 1自(第2司曜基本〉社協活撃ち等の紹分や、ホームベージによる社協活動

の周知を闘った。

3. 地域福祉活動事議

(1) 地区福祉協議会の活動

昭和 47年、地区住民が自ら地域の楠祉活動をするため、市内に地区福祉協議会を組織し、現

在 12の地区福祉協議会でよ福祉委員の総数は 727人(平成23年 3月 31日現在)である。

本年度の事業実讃は次のとおり

ア、ふれあい昼食会

話議以主の支援を要する らし高齢者を対象に、平成元年度にモデ〉レ地区として 4カ所

の培堅議祉協議会で爽擁し、平成2年度から全地区の福祉協議会で実施してきた。

平成7年震から対象者の見度しを悶1;)，70識以上の一人暮らし高齢者全員を対象に年 l回実

撞した。

高齢者参加者数 1，475入 ボランティア参加者数 627人 計 2，102人
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イ、小地域ネットワ…ク活動推進事業

平成4年度から北海道社会構祉協議会の指定を受けて、小地域ネットワーク

実施し、平成 7年護から として継続実施している。

① fたすけあいチームjの雑織化

要支援高齢者等が地域社会の中でまらむして暮らすことができるよう、全地区の福祉協職舎

において、対象者の揺社台帳~作成するとともiζ、支援のためのシステムづくりとして、

桂委員、協力員で構成する fたすけあいチームJを編成している。

たすけあいチーム数 611チ…ム 対象要支援者数 613人

舎オジャマコーノレ・サーピス事業J

在宅の一人暮らし高齢者で、近隣住民との交流があまり積極的ではなく、話し相手を求め

ている方を対象に、竃話による芦かけで心に安らぎと、協みごとに対する適切なアドバイス

によって、在宅で安心して生活できるようにと、平成 13年 7f)からそデ、ノレ地域の対象者に

対し実施し、平成 14年 12月から全市的じ拡大実擁している。

対象者数(平成 23年 3月末現荘) 42人

通話延回数 761賠

ランティア 6入

(2) 子青てサロン事業

(3) 

平成 16年度から地壌を艶点に、子育てしている家騒の親と就学前の子を地域住民が多様な活

動を通じて子育てを楽しみながら仲間づくりと五い芯支えあうことを目的に、第 2・第 7地区

民生委員克童委員協議会、第8地g福祉協議会と本会が共催で関纏している。

設な事業内容

e毅の意見交換・交流

も同士の玩具による交流、親子ゲ」ム

ミ喜一時的に子育てから離れて親のリフレッシュ

※i蟻常の開催l土、毎月 1回以上で、季節に合わせて七夕やクラスマス合も持っている。

スタッフ 民生委員児童委員・主経克童委員・

場所 常盤町会館・寿町会館ー J¥γ平第一町会会舘

閲催経四数 55罰

ども参加廷人数 681人

親参加延人数 484人

議事ボランティア参加悪人数 936入

ロ

平成 21年震から高齢者的地域住E廷の交流の場を設け、閉じこもり防止、生きがいづくりや

鰭議場選者詩的として実施し、第十第 7地区民生委員児童委員協議合、第 12地区楠祉協議

会と本会が共織で隣躍している。
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ック

舎体操などを通して楽しく体を動かすことによる鑓康増進

舎レクジz…ション

@f警報提供・構報交換

スタッフ 民生委員児童委員・

場所 港町会館・自の出二了喪中央町会会鶴・陣屋町会館

間借延回数 43部

利用者延人数 743人

従事ボランティア参加延人数 460入

(4) 火災見舞金の贈呈

昭和 55年 2月から全焼世帯に対して贈5議していたが、平成 18年産から室蘭市災審兇舞金の

支給に該当しない被災世帯に贈呈しているο

対象t主審数 20世構 1世帯当り 20，000円

4. ボランティア活動警護

(1) ボランティアセンター

昭和 38年開設、人と入とのふれあいや識かい患いやりのあふれた地域社会金築くため、ボラ

ンティアの発握、養成、連絡競整合持っている。

0ボランティア状況は次のとおり

区分 預託(登録) 主なボランティア活動内容

視覚障害者への朗読撮音図書作成・ j議作成・ 3号、イドヘノレバーを始

技術 団体数107囲体 め、聴力障害者のための手話通訳活動、障害児への布本製舎や高齢者・克

{会員数6，46詩人} 議端祉施設への訪問・生活指導・行事の協力、ねたきり高齢者の清拭布づ

労力 橿入 15人 くり、一人暮らし高齢者への訪問活動、地域の補擁活動等各鴎体、個人が

年間を過して活発なボランティア活動合牒開している。

区分 件数 金額 区分 件数 金額

町内会・自治会 4 89，566円 会社・親臨余得 9 576，893円
寄附金

チャヲティ
受入 7 340，059円 楢祉関体 11 116，489円

パーティ

錨 人 21 I 沼， 586丹 ー 言十 52 1，865，593円

寄附品
受入 102 flj: おむつ・藩拭謀総 79，824点

払出 603件 ねたきち老人強へ 101， 146点

※寄附金の使鴻i士、一般会計資金収支決算内訳書に記載している。

※寄附品払出点数が没入より多いのは、前年度繰越品を錠F隠している。

民
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0ボランティア専任コーデ、イネーターの配置

平成 14年 10J3 1日に本会事務所が現主主地iこ移較し、その 11替にボランティアセンタ一室が設け

られたことを機会iこ、平成 14年 11月113からボランティア専任コ…ディネータ…1名を配置して、

毎潤月臨時、水曜日、金曜13'こ広くボランティア活動の椙談に応じ、適切え立場言と支援等密行いボ

ランティア活動の錐進とボランティアセンターの充実強化を闘っている。

※相談状況は次のとおり

来語ー相談項民 人数等

[ボランティア専任コーヂィネーターの配費関数(配慌時間 10:00"""-'15:00) 145日

ボランティアセンターへの来訪者数 303人

ボランティアに関する摺い合わせ・相談等の人数 81入

ボランティアを受けたい人の相談体数 78件

iボランティアを受けたい人の探遣に関わった人数 133入

ボランティアをしたい人の桔競件数 92 f牛

|ボランティアをしたい人の掠遣に蔚わった人数 124入

L ボランティアに関する問い合わせ・相談等の主な内容

さ〉ボランティア活換をしたいが、どのようなボランティアがあって、どのようにしたらでき

るか教えてほしい。

金高校生や専開学授の学生が初めてボランティア体験をしたいが、どのようにしたらできる

か教えてほしい。

争セラピ…犬で購読や老人施設等合訪問し、入務者の心を癒してあげたいので、どこか受入

れてくれる施設を紹合してほしい。

§職場者ど定年選織し、時間ができたので、少しでもボランティア活動をして、思返しをした

いので、どこか団体記入って活動したいので教えてほしい。

舎施設へ行ってボランティア活畿をしたいが、どのようにしたらよいか教えて廷しい。

2. ボランティア喜子受けたい人の招談舟容の一例

φ パソコンを雪いたいので、最初から教えてくれるボランティアを紹介してほしい。

@老人福社摘設や高齢者擁設で誕生会等の行事&開曜するときに、楽しめるボランティア〈カ

ラオケ、楽器等〉な紹介してほしい。

③一人暮らしをしているが、日ごろ会話する機会が少ないので、闘し梧乎をしてもらえるポ

ランティアを紹介してほしい。

④障がい者の方々が日ごろスポーツをしているが、手紙ってくれるボランティアをお願いし

たい。

φ 大撃が降ったときに除雪をしてくれるボランティアをお頗いしたい。
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3. ボランティア悲したい入の相談内容の一例

信介護の資務者持っているので、どこか高齢者的雄投でボランティア活動をしたいので紹介

してほしいα

②大学生、専門学校の学生が、学校の設業の一環として、ボ、ランティア活動さどすることにな

っている。また、活動を通じて学びたいので、選当なボランティアを紹介してほしい。

③除雪ボランティアをして、悶っている高齢者の人を助けてあげたいので、結分してほしい。

④東日本大震災で被害を受けた方々に少しでも支援したいので、チャリティーコンサートを

標権し、義援金者ど届けたいがどのようにしたらよいか。

@転義きしてきて窓欝の様子がわからない。これまでの住んでいた街で、もボランティア活動を

し、経験があるので活動のきっかけをつくってほしい。

(2) ボランティアだよりの発行

「ボボ、ランテイアだだ、より引jを専任コ一デデ.イネ…タ蜘鞠蜘…

をはじめ公共機関等lιζ8部50部程度を配高し、ボランティアセンターの啓発議普及iと努めている。

(3) ボ、ランティア間体への助成

昭和 58年度から盤調市ボランティア連絡合に加入している団体に対し、活動費の一部を助成

している。平成長年度から室覇市の捕助金も焚けて、助成額が増額された。

助成交討語体 21団体

活動舞場成金総額 1，860，000丹

(4) ボランティア議長成講鹿の罷催

ア、 lまつらつ補祉ボランティア講座

平成 17年疫から従来実施してきた「ボランティアスクールJや fボランティア体験講座j

等を発展解消し、ボランティアに対する市民意識の高揚・啓発をさらに関るため、 7})から 8

克の fボランティア非験月開Jtこ合わせ、憲鶴市ボランティア連絡会と躍蘭市ボランティア・

アドバイザ…の会との共鑑で f一般体験講座j を開催している。

た、平成21年度からは、将来安強う子どもたちに向け、議機的にボランティアへ参加す

る心を済む冨的で、市内の小中学校の児重量・生徒を対象に fボランティア体験出張教室Jも

実施しているα

f…般体験講m内容J(会場:社会楠祉協議会他)

王手成22年 7月-8月 9講麗 9回開催 参加者数 103人

合介護捧験講座窃饗約筆記体験講鹿(パソコン)@手間体験講鹿④布本製作体験講牒

舎点訳体験講窪 e誤読体験講蔑ぐち緊急時蘇生語講盤。視覚障がい者ガイドへノレバー体

験講建命施設晃学(ろうめ兜擁設 室襲言泉学襲、先霊祭養護施設 わかすぎ学園、ひだ

まりの森、養護老人ホ~ム あいらん〉
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fボランティア体験出義教室j

期間平成22年?丹から 11足の胃、小学校など6技参加者数272名

実施校 $本室欝小学校(高齢者疑似・点訳体験・手話非験)

φ梅陽小学校(提覚障がい者ガイドヘノレパー体験}

φ地球岬小学校(高齢者疑似体験〉

④八丁平小学校(高齢者難似・車椅子体験}

@陣鹿小学校(高齢者疑似体験)

⑮工業高校定時制(視覚障がい者ガイドヘノレパ一体験)

イ、ボランティアの集い

平成4年度から各分野で活躍しているボランティア実践者が、活動を取組む上での課題等に

ついて話し合い、事例研究するため開催している。

平成22年 11月 15日開纏参加者数 83入

場所障害者揺社総合センター

(5) 学童・生議のボランティア活動普及事業

平成 6年畏から小学較及び中学校・ -生徒を対象として、社会福祉への理解

と関JL¥を高時、ボランティアの，むや社金連帯の精衿を装うとともに、児童・生提を通じて家庭

及び地域社会の啓発を図ることを詩的記、北緯道社金播社議議会の指定を受けて事業者行って

し、る。

協力校の指定期間は 3ヵ年となっている。

平成 21年度~平成 23年度の協力投 助成額

地球岬小学校 110，000内

海陽小学校 110，000円

(6)雪かき応援

平成22年度、試行的に、水元町、天神町、高砂町の一部の地域で、町会、報議機関の協力iこ

より、 f雪かきボランティアJと「脅かきで困っている方jをそれぞれ募集し、名簿を作成し、

雪かきが必要警なJさき、 f脅かきで闘っている方」が、「雪かきボランティアJIこ依頼をする務で

実施した。

※ f雪かきボランティアjは、ボランティアに、 l回30分 500円の謝金安払うことを了承し

たうえで差是捺している。

登録ボランティア人数 63入 国っている方 39人

(7) ボランティア保険の怒入

全自社会福祉協議余と連携し、ボランティア活動中での傷害と賠僕のための保険の加入促進

を行った。
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(8) 布切手運動

延加入件数〈国体・錨入〉

加入人数

124話捧

1，882入

昭和 40年 9月から実施し、市民から寄附された古切手を日本キヲスト教海外患療協力会へ送

付し、切手収集家の協力により換金され、その資金でカンボジア、パンダラヂシュ、ネパール、

パキスタン、タンザニアの 5ヵ国に底師や看護舗を諏遣し、その地域の人々の生命を救うー坊と

して役立つている。

寄附状況 13団体・ 4個人 231，387枚

5. 老人線障害者凶児鷺 E 母子福祉事業

〈己 主管イスの貸出

平成2年度から在宅でブト護を要する老人等に車イスの貸出し壮行っている。

〈貸出期間 4ヵ丹・更新可能〉

現在の保宥台数辻 90台、

貸出量帯前年度からの継続費出世帯

薪規貸出量警

貸出廷件数

49世帯

95 t投帯

144世帯

251 f牛

利用内訳通院 95件、散歩 82件、室内移動 98件、繋物 70件、路行 35件、その他 5f牛

計 385件(複数の剥農民的で貸出している鷺替がある。)

(2) 福祉バザー

平成2年度から障がい者が一堂に会する“ふれあいまつり妻，に室欝車ボランティア連絡会と

共催で、福祉バザーを開催している。

益金は、室蘭市ボランティア連絡会に 75，014円寄離し、本会では、 37，507p:jを叡入とした。

平成 22年 9月 12日開催

場所 フェリーふ頭ターミナノレビソレ

バザー拠出品・議金 23間体、 12個人 1， 706点 112，521円

(3) 愛吟入学プレザント連動

118和 32年 2月から実施し、饗文様世帯の小中学校に新入学する児童・生徒に贈っている。

小学校薪入学史意 '14人 5，000同/人

中学校新入学生徒 詩人 5，000円/人

言十 24入 120，000丹

一時一



(4) rおさがりランドセ/レ」毒事業について

平成 22年度から、状童撃のよいランドセノレの寄附安受け付け、必要とする新入学小学生等に贈

思する事業を試行的に行った。

集まったランドセル数 41個

(贈呈したランドセル数)

護蘭市内の新入学小学生 l個

護蘭車内の子背てサロン 5銀

東日本大震災で被災した小学生 35締

(5) ~通遺児援護金の支給

平成2年 8月から交通事故により死亡した生計中心者が扶養していた講 18歳未満の遺克に対

し支給している。

対象数帯数 5世帯 10人年20，000円/人 200，000円

広 報競繍民生欝翼活動協力事業

(1) 心寵ごと相談所の運堂

昭和 37年 4)ヲ標設し、毎週月曜日、水曜日、金濯日に 2名の桔談員によって相談業務会行っ

ていたが、平成 15年 4月から毎週月瞬員、金曜日 iこl名の紹談員によって行っている。

。相談受付者数 54人・相談内議事は次のとおり

和談
生

金年 職業 住宅

需婚結時 婚離間 鍵嬢 療医 構神
人 事

童児
，[.， 母!老

苦情題問

そ i言口十k 

計問
権麗 故 身

祉子福 l 福祉λ 関
の

内 間 - 間 . 間 . 
法題同

問 福 . 
者陣審

イ髄
谷rチ~ 題 題 生鰭 頼題

儲生
題

衛生
議 社

少青
業

待関
. 

題間 ; 罰 問 畦
年題問

. 
父題

題 題 題 子 児童

霊l
{来
健 社橿
間

間 題題
題

件数 42 18 6 18 。6 8 9 6 2 2 2 3 2 。9 137 

(2) 生活福祉資金の貸付

低所得控警が自更生と生活の安定に向けた手段として活用していく資金で、道社会福祉協

議会の委託を受けて貸付を行っている。

就学支度費

値学資金

4件 915，000F9 

5件 4，175，000F9 

9件 5，090，000F9 
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7. 公益事議

(1)轄覚障饗者等ファックス購入助成事業

平成 6年震から集施し、轄、覚障害答者及び音声・言語機能障害者を対象にファックス購入費の一

部を勃成している。

助成件数

助成総額

5f牛
72，292円

(2) 自動消火器・火災警報器設置助成事業

平成5年度から実擁し、ねたきり老人、重度身体障害者(兇)のいる世帯を対象に、居盤又は台

所用の自動消火器の購入・設置費と諮火器点検の助成を持っている。あらたに、平成 14年度か

ら詞じ世帯を対象に火災饗報器の購入・設震の助成を行っている。

。自動消火器

居護用 G台、台所用 2台合計 2台点検 6

G火災警報器 4台

自動指火器・点検、火災警報器助成総額 95，550円

(3) 和国乾燥サーゼス事業

平成 6年度から実擁し、ねたきり高齢者、重度身体障害者等に布団の洗謀、乾燥のサ…ゼス

を千すっている。

東施人数延

助成総額

(4) 訪問サ.......t:~ス事業

66人

123，677円

平成 11年震から実施し、癖弱な一人暮らし高齢者を対象に、乳酸飲料を宅配し、安否の確認

を仔なっている。

実施人数廷 411人

助成総額 378，521 P:J 

(5) ふれあい市民農崩事業

概ね 65議以上の方を対象に、高齢者が野菜や花づくりを通し、家族議どはじめ、多くの人たち

とふれあう中から収機の喜び安味わい、緯藤増進と生きがいを高めることを詩的に、平成4年

撲から室蘭市が有料で農園の貸出を行い、平成 11年震からは、本舎が管理常受託している。

貸付区蹄

f昔受者数

入関紙人数

受託総額

123誌醤 (100rrU区画)

143人(1区鶴2人使用あり〉

3，308入 1

655，200円
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8. j寄付事業

(1) 掻社資金の貸付

昭和初年に輪西繭脂街から寄帰された 10万円によって発足したもので、一持的に幽窮す

る市民のために無利子で貸付けをしている Q 限度額 3万円(特に必要と認めた場合に上段 5

円)

貸付侍数 132件 貸付金額 3，950，000円

9. 関様機関毘体活動への協力繍遺構

(1)室蘭市共同募金委員会は、本会に事務局があり、共同募金運動及び歳来たすけあい運動への

協力を行つ

(2)輩鶴子持民生委員兇議委員協議会は、本会に事務賂があり、民生委員児章委員の事業を始め、

地区の民生委員児童委設活動へ協力を行った。

(3)室蘭市ポラ

目的としたポラ

ィア連結会i士、本会に事務爵があり、ポラ

ィア連絡会活融に議力を行っ

ィア相五の連絡調整と発展安

(4)室蘭市退去人クラブ連合会l土、本会に事務局があり、;者人クラブ連合舎の事業に協力を行った。

(防護蘭甫介護保険サ-J:::"ス事業所漉絡協議会は、本会に事務局があり、介護サービスを行って

いる事業所で組織している連絡協議会の活動に協力を行った。

(6) s本赤十字社北講道支部家薦害地区l土、本会iこ事務局があり、日本赤十宇の事業に協力を行

っTこ。

(7)室議選討す連合町会協議会との連携を行った。
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勘定科認
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車場建華寺震

-17-

退職守主主語
積立



勘定事事畏

合 計
法人選営
毒事業
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勘定終夜
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詩華経基ゑ Ij綾織手当
積立 i 積立
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決算書翼
(B) 

比較t曽ム減
(A-B) 

{単位:内)

総量雪、
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決算重要
(B) 

比較増ゐ滅
(A-B) 

{再生{立:PD 

備考



請書記定事事関
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鋤露E泰寺沼

合 計 自尊車力君事議議f
ヲ7タタス草寺成

害事業
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綴1'J上サ}ピス軍事業

(単位:pn

受託導葬祭



{単位:将〉

綴考

4
品マ内£
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福祉資金
貸付事業
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大中小
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比較増ふ滋
(A-B) 備考 ι
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比較増ム減
(A-B) 

備量号
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錯対襲離嚢 [鎗鵠穣}
(平成23年3舟31日現寵〉

:持)

呂

襲畿の部
幽盟国E幽隅隅マ脚

本

621.731 

議与引当金 1，010.257 

難議欝
「問一-

退職給与税議金

Q
M
聞

S
G
四

aJW

伶

O

問。
A
M

四

4
5

1・
岡

1
-
5

・
剛
，
.
，

守

，

酬

今

，

m
η
d

q'伽
酬

の

'
h

田

aHV

震は
W

酬

抗

日

削

aa盆

.，
，

m削

剛

.

看

a
幽

伶

AdM

削

3.027，139 

55.163，515 

4，841.411 

1，456.980 

1，009，046 

500，000 

1.減価償却費の累計鎖 4.790.763符
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黛帯封臆嚢 {一鍛金軒}
(平成23年3丹31日現在)

季毒 自 闘

議裁の部

預許金 1 23，417.4241 23.669，7鈴

未収金 1 406，8421 6語m

植期貸付金

立替金

譲与都議金 943.911 1，010，257 一一…一一

1，200季000

67，937，370 

69，137，370 

1，2∞，000 

2 

2 
合

唱

ザ

削

A
哲

q
M

削

3

1
剛

1

句
，

e

附

句

F

の

認

酬

の

4

K
M
酬

nu

-
m
 
.

.

 ，
 

eo
欄

伶

。756，000 

に
J
W

四

au
削

ρ
口

問

内

0

4
t
田

守

，

削

aa守
岡

nu

脚

b
聞

の

£

問

内

U

畑

町

U

v
-
-
m
欄
'
"
'

3
四

au

問。ω
醐

o

aM
削

民

A
W

削

nM
醐

nu

au守
削

噌

，

削

ハ

U
剛

e
3

'm帽
・
・

q
A
W

削

6e
刷

31，499，903 

31.499，903 

2，679，910 

1.減価償却費の累計額 4.790，763問
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議借対藤襲 {公議事鍵特盟重量軒}
{平或23年3月31B褒在)

科 自

408，03幸 379，783 28.256 

繋4軒当金

固まを鍵盤

鶴本離嚢

d. 78.1事1

品
開
一
時
一
刻

百

一

四

一

斜

A
一
A
A

一
が

噌
zz

醐

4
2

圃

nu

a
H
W

明

白

窃

四

n
L

4
2

削

噌

』

園

内

L

e串
開

。

日

山

氏

u

，，醐句，幽
4
E

l

偽

4
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立醤金

温定費麗

講義本財産

館鍾対照義 {鐘村事業特期金書十}
〈平成23年3F.131日現在)

費E患の部

自

積

積り金

麓与引当金

2，368，部。

2.382.000 
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その憶の国建謙虚I 72，554，961 

f 

預ザ 金

関与担当金 I 943，911 

盟鱗 {総揺襲]
{平成23年3.FJ31悶現在)

…46-

1，200，000 窓欝借用金庫

(単位:向)



米収金

その協の圏

預り金

露与引当金

慰昼夜臨錬 [.....盤会計}
〈平成23年3FJ31B現悲)

70.186，961 

-47-

1，200，000 室欝鑓期金車

(単位;向)



未収金

そぬ他の艶定

預り 金

糞与引当金

難産自鎮 {公益事業特期金計}
(平成23年3舟31結躍を)

…48-

室麓信用金庫

(単位;PD



未収金'

預り金

譲与容|当金

財産目録 {貸付事諜韓期金計}
(平成23年3月31日現在〕

…49 

室蘭信黒金議

{単位;円}



関 定 資 産 管 理 台 帳
昌平成22年4sJ 1日
室、平成23年3月31毘

資産の種類及び名称 i 取得年月間

広報車 i平成12何月1813

平成16年10月1問

自動車 i平成22年8j)4悶

l
g
i
 

1，049.999 

83，749 

65.144 




